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2026.5.20(水)西城自治振興区だより
Vol.167

TEL/FAX:0824-82-2175

e-mail:saijyo.jichi@gmail.com

広島県庄原市西城町大佐734〶729-5722  

✽こちらから

お入りください

西城町観光協会とタイアップした

情報サイトです

地域の情報などを発信します

ヒバゴンのまち

西城町

自然豊かな広島

県庄原市西城町

の様々な情報を

お届けします♫

西城まちづくり便

ヒバゴンの町西城

制

作

中

オリエンテーションゼミ（オリゼミ）で薪割り体験

動きだそう！ 気にかけ合い、ひとりの暮らしを、みんなで守る！
―わたしたち行動する高齢者で、

「地域包括ケアをすすめて」、地域を支える―
過疎高齢化。人口流出と、そして、毎日のように訃報のお知らせがあり、たしかに多死社会なんだとも。しか

も圧倒的な少子化で、人口減少に歯止めがかかりません。（高齢化率50％の高齢者が半数を超えるようにな

れば、「限界集落」となり、地域そのものが危うくなるのだと。西城の高齢化率は55.8％）

ところが、どっこい、今ここに、しぶとく普通に暮らし続けています。多少の不便さを感じながらも、その分、助

け合いの最強のコミュニティがあります。

高齢者が元気でいなければ地域がもちません。高齢者の健康づくりは大きな課題だと言えます。

介護予防には、つながり、おしゃべりするのが一番だといわれることから、環境福祉部では、小地域サロンを

増やして、顔見知りのご近所ごとに、「つながり、おしゃべりする」ことを、健康づくりのいちばんに、据えていま

す。シルバ―リハビリ体操も行われています。

この「小地域サロン」活動を通して、高齢者の不安を取り除き、介護予防のための居場所ともなり、地域との

交流により、はり合いや生きがいと、地域のにぎわいと人の輪をつくり出して、ゆたかなつながりの地域をつ

くっていきたいと願っています。

家族観もかわり、身内とのつながりも薄れ孤独感もすすみ、一人暮らしの高齢者も増えました。孤独は、喫

煙、肥満、依存症よりも深刻なのだと。私たちの自治振興区の役割と活動は、つながりと話し合いの力で、地

域の助け合いや支え合いを弱体化させてはならないと考えています。

人生１００年時代。それを生き抜くことを覚悟して、なにごとにも自分から飛び込んでいって、始める勇気が必

要だと識者は言われます。どうぞ、よろしくお願いします。

参考までに。下記のような、庄原市の地域包括ケアシステム～地域で取り組む地域包括ケア～全体像が示

されています。また、地域包括ケア実現のために、地域での「住民互助でなければできないこと」として、次の

３点が示されています。「令和５年度市政懇談会資料」

１、見守り体制の構築 近隣住民や支援者が、高齢者の困りごとや心身の異変等に気づき、必要な支援につ

なぎ、見守る仕組み ・いのちのバトン、声掛け運動、さりげない見守り活動など

２、集いの場の運営 地域の中に、高齢者等が月１回以上参加できる住民主体の集いの場 ・地域デイホー

ムやサロン、サークル活動、教室など

３、ちょっとした生活支援（おたがいさま）活動 ちょっとした困りごとに対して、気軽に手助けできる仕組みなど

地域が主体的に実施する生活支援 ・ゴミだし、草刈り、買い物支援、ふれあい弁当など

西城自治振興区 区長 田村富夫

地域振興部 清水さんによる薪割りと西城

自治振興区についての説明

健康マージャン

やさしいパソコン教室

都合により変更になることがあります。講師：宮原賢治さん

6月12日（金）13：30～
6月26日（金）13：30～

昼の部 6月10日（水）13：30～
夜の部 6月24日（水）17：00～
独自ルールで行うマージャンで未経験者や初心者の方でも

大歓迎です！予約・参加費不要です。

4月30日（木）

西城まちづくり便

熊野神社春季大祭

陶芸倶楽部ロビー展

１年がかりで作られた花瓶や

お皿などの素敵な作品です。

「高齢者ががんばって作りまし

た」と話されました。６月１１日

頃まで展示しています。ぜひ、

鑑賞においで下さい。

4月29日(水・祝）

神事が行われ

多くの人がお参り

されました。神楽

などのイベントも

行われ、熊野名

産のゴギの塩焼き

を買い求める人も

多く、賑わいまし

た。

県立広島大学生物資源科学部生命環境学科環境科学コースの新入生の

みなさんと木の駅プロジェクトのみなさん お疲れさまでした！
薪割り体験

5月9日（土）

(上)総当たり戦で1日

囲碁を楽しまれます

(左)百歳を迎え「碁は

生きがい」と語られる

安井有三さん

老人囲碁クラブと西城囲碁教室の全員で5月11日に百歳を迎える安井有三さんの

お祝いをされました。

囲碁を始められたのは20代初め、

三次の碁会所など、あちこちで対局

を楽しまれたそうです。碁の楽しみ

は「勝つこと」で負けると原因を考え

るのも楽しみだそうです。

囲碁仲間から「諦めない碁で逆転

が多い」と、老人囲碁クラブ・西城囲

碁教室の中で最高の碁を打たれる

そうです。この日は安井さんが優勝

されました。

祝百寿棋士 老人囲碁クラブ・西城囲碁教室

左から福本力夫さん、田村区長、石田宗義さん、小松屈

原さん、安井有三さん、山脇広四郞さん、瀧口秀志さん

県立大学庄原キャンパス

県立大学庄原キャンパスで新入生（約60名）を対象にしたオリゼミに参加しました。

オリゼミで西城町のPRをするのは3年目になります。この間、西城紫水高校3年生に

西城自治振興区の活動紹介。また、西城中学校3年生とヒバゴン食堂や餅つき大

会で思い出づくりをおこない、西城小学校の水辺教室に参加。PTAの要請による、

小学校登校時の見守り活動！西城放課後児童クラブでドローンサッカー体験会や

防災学習会を開催しました。西城保育所ではハロウィーンやクリスマスに参加しまし

た。子育て支援センターの取り組みの紹介

とモルックなどで交流を図りました。
西城自治振興区は0歳から大学生までの

繋がりを大切にしたいと考えています。

今年の薪割りは、ほぼ新入生全員が参加

し、楽しさや難しさを体験されました。準備や

後片付けも大学生が積極的に手伝い、頼も

しく感じました。
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芸備線が好き！④

金屋子神社公園清掃作業

きっかけは、西城の雪景色と芸備線を走る列車を撮影中の男

性に田村区長の声かけでした。4月3日、広島市東区から来られた遊川（ゆかわ）真二（しんじ）

さんにお話しを伺いました。

遊川氏：西城に来るようになったきっかけは、BSテレビで芸備線庄原市応援大使 徳永ゆうき

さんが西城に来ることを知り、行ってみようと思いました。芸備線カレンダー2027フォト作品募

集に応募するつもりです。前回西城に来たのは3月10日。雪山を背景に芸備線の鉄橋を走る

列車を撮影しました。

建築設計をしていました。50歳から比婆山の国有林の杉や檜の搬出を行うため、夏場に一

月間、広島から通っていました。8年続けました。神石や戸河内にも行っていました。退職をし

てから山登りを始めました。比婆山には年3回くらい登りました。単独で行くことが多く、カメラの

撮影を本格的に始めました。景色や鉄道や鳥などを撮ります。
西城を自転車で移動され

る遊川真二さん

西城紫水高校貢献活動

4月5日（日）

5月7日（木）

先月号（西城まちづくり便Vol.166）でお知らせしました役職名、会長・副会長を区長・副区長に改

称にすることについてですが、事由をお伝えしていませんでした。西城自治振興区では振興区でありながら、役職名を

会長・副会長としていました。各自治会でも会長・副会長としてあり、紛らわしいとの声もありました。西城自治振興区の

まとめ役を区長と呼ぶことで自治会長との役割の違いを明確にする意味もあります。ちなみに、役職名を会長としてい

るのは西城・東城地域で、他の地域の自治振興区は区長になっています。ここ数年の懸案事項でした。

年度替わりに改称するのが良いとの判断で役員会に承認を求めました。西城自治振興区規約の改正は総代会で決

議するものですが、規約「第13条５ 前項の規定に拘わらず必要やむを得ないときは、総代会に代わり役員会で審議

決定し、執行することができるものとする。ただし、この場合には直近の総代会へ報告しなければならない」により役員

会で提案し、了承されました。 詳細について、お知らせしなかったことをお詫び申し上げます。

今回からひとり暮らし高齢者等巡回相談員が加わりました。年度が変わり初参加の方もおられ西城暮らしと安心の会

の目的等を「西城暮らしと安心のしくみ（図・西城まちづくり便Vol.159-3ページに掲載）」を使って共有しました。今年度

は各自治会と関係機関の交流会を実施すること。庄原市いきかたノートVol.2を受け取るにはVol.1に比べ、講習が必

要なくなり、西城支所等で持ち帰りできること。民生児童委員広報誌「こんにちは！民生委員です」についての周知が

ありました。また、防災研修会の実施についての協議を行いました。

4月22日（水） 参加者20名協議体西城暮らしと安心の会

おしらせ
毎年、4月の第1日曜日に行う恒例の清掃作業です。

金屋子神社公園と五日市公盛会館の清掃作業が行

われました。多くの方が参加されました。

良い天気に恵まれ、公園では桜も咲き始め、清掃作

業の合間に会話もはずみます。五日市公盛会自治会

員の全体が集う機会でもあります。公園までは長い階

段がありますが登り切ると眺望が楽しめます。参加者の

皆さまお疲れ様でした。

田村区長：芸備線についての想いをお聞かせください。

遊川氏：今日、備後西城駅7：01発の列車で平子まで行き、また、列車で

帰ってきました。列車からどこの景色がいいかを探すためです。川沿いに

桜並木があり歩道がありました。まだ咲いていませんでした。他にいい景

色があったので自転車で行ってみようと思います。

田村区長：いままでに備後西城駅から乗車されたことはありますか。

遊川氏：初めて乗ったのですが、ゆっくり走ってくれるので景色がよく見え

ます。今度は備後落合や新見行の列車に乗ってみたいと思っています。

便数が少ないので広島へ乗って帰れないのが残念です。
田村区長：これからの芸備線についてのご意見を聞かせてください。

遊川氏：退職して地元のまちづくり協議会で活動をしています。地元の山

の登山道の整備や案内をしています。町を守る気持ちが分かります。鉄道

が廃止になると大変な事になると思っています。

田村区長：私達は地元の西城紫水高校を守る活動をしています。

遊川氏：地元の県立安芸高校が2年前に廃校になりました。普通科から総
合学科になり、地元より他地

域からの生徒が多くなり、や

がて生徒数が減って行った。

何も知らされず、同窓会にも

遊川真二さん(左側）と田村区長

遊川真二さんが整備されている二ヶ城山の案内図

遊川さんが撮影された庄原さとやまトレインと桜

桜咲く境内でテントで日よけをして花見を開催

4月12日(日)午前中に明神山山頂に鎮座する「厳島神社」

の春祭を行いました。高齢化のため現地で催すことが難しい

ため愛好会館で実施することとし、前日に役員で清掃をおこ

ない鳥居と社殿のしめ縄を張り替えて準備しました。

午後からは全政寺境内にて花見を開催しました。昨年は天

候不良のため中止となりましたが、今年は天候に恵まれにぎ

やかに開催することができました。

明神町愛好会 会長 山田晃久 談

五日市公盛会のみなさん

西城紫水高校3年生10名に西

城自治振興センターの清掃活

動をしていただきました。半数に

別れ、オープンスペースや廊下

の清掃と、暑い中、周辺の草取

りです。その後、ドローンサッ

カーを体験してもらいました。

きれいになりました。ありがとうご

ざいました。 ドローンの操作を直ぐに覚える生徒達積極的に草取りをしてくれます

出席者（左から）古川由紀さん、高原芳典さん、吉浪謙三さん、

田村富夫さん、小林明さん、小林マーシーさん、岡崎優子さん

東京・西城会 西城自治振興センター 4月18日（土）オンラインで繋がる近況報告

古川さんのアコーディオン伴奏により東京の会場と一緒

に♪ふるさと♪を合唱（稲村美智子さん右から2人目）

モニターに映る東京の会場とノンアルビールで宴

東京西城会オンライン総会にて西城紫水高校の状況について

令和８年４月18日（土）、西城自治振興センターロビーでオンラインによる東京西城会総会の

会場をつなぎ交流を深めました。その際、西城紫水高校の存続に関する情報提供を行いました。

現在、広島県教育委員会は、2年連続して受験者数が20名より少ない場合と、5月1日現在で全校生徒数が60名を2年

連続して下回った場合、募集停止の対象になるという指針を出していることを伝えました。幸い、西城紫水高校は、今年

度受験者数は23名、全校生徒60名が在籍しており、募集停止の対象にはならないことをお話ししました。
また、県外からの入学生もあり、29名が寮生であり、16の中学校から生

徒が集まっていることも伝えました。毎年、東京へも生徒も一緒になって、

生徒の募集を呼びかけていることや今年度、創立100周年の記念行事も

行われることを話させていただき、時間があれば是非、100周年の記念

行事にもご参加くださいとアピールさせていただきました。

会場には、庄原市長や地元の議員も駆けつけておられ、38名の参加

者の方が故郷西城への強い思いを語られておられた姿に、感銘を受け、

とても有意義な時間を過ごすことができました。文責副区長吉浪謙三

創立61年目を迎える東京・西城会の総会・懇親会が東京で開催さ

れました。東京と西城をオンラインで繋いだ交流会も3回目になります。

モニターを通して近況を語りました。今回は、西城小学校で50年前

（昭和50年・1975年）に校庭に埋められて、今年掘り起こされた、タイ

ムカプセルに収められていたアルバムをスライドにして紹介しました。

また、西城紫水高校の現状と存続についての取り組みを吉

浪副区長から東京会場へ伝えました。

近況報告の時間では、稲村さんや小林さんと東京会場の方

と、同郷の人の話題などで盛り上がりました。

最後は古川さんのアコーディオン伴奏でふるさとを合唱し、

西城との繋がりを強く感じました。笑顔いっぱいの時間でした。

話しがなく、市も反対することもなく、いきなりの廃校でした。地元の高校

はなくなり、建物は広島県の埋蔵文化財センターになっています。

町を活性化するため市からの補助を活用し、3月には小学校で桜祭り

を行いました。看板を作ったりして登山道の整備をしています。小学生が

山登りをしなくなりました。今は山登りの後、温泉に行くのが楽しみです。


